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東北女子短期大学　保育科２年生が「保育実践演習」で劇・ミュージカルに挑戦。12月24日の学内発表会に招待された子ども達は
「トイ・ストーリー（写真）」の知っているキャラクターが登場するたびに歓声をあげ、おもちゃの世界に引き込まれていました。
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先輩お疲れ様！

 花たばをどうぞ

　大寒に入ってようやく降り積
もった雪！　危ぶまれていた全

国高等学校スキー大会が予定通り大鰐で開催される見通し
となり、名門柴田女子高校の活躍に期待が高まっています。
　さて本号も学園各校の活躍、エピソード、写真が満載で、

年度後半の成長ぶり、充実ぶりが伝わってきました。12月
には念願の短大講義棟の増築工事が始まり、調理室、視聴
覚室のほかに学生が主体的に学習できるラーニングスペー
スを備える構想で進められています。新しい空間を使いこ
なす学生の発想が楽しみです。　　　　 学園報編集委員会

表
す
も
の
で
な
く
、
分
か
ち
合

い
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
な

双
方
向
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
こ
の
欄
に
「
人
類
の

祖
先
で
あ
る
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス

が
雑
食
性
で
あ
っ
た
が
た
め
に

ヒ
ト
属
の
中
で
唯
一
生
き
残
っ

た
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
に
も
喉
仏
の
構
造
か
ら
言

葉
を
自
由
に
操
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
能
力
（
危
機
へ
の
共
通
認

識
）
に
も
助
け
ら
れ
た
こ
と
が

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

人
間
社
会
は
言
葉
に
よ
っ
て
行

動
を
決
定
し
、
言
葉
に
よ
っ
て

互
い
の
考
え
や
思
い
を
理
解
・

感
受
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
実
行

を
確
か
な
も
の
に
し
な
が
ら
発

展
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
度
の
保
育
２
年
生
に

よ
る
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、

10
月
か
ら
上
演
ま
で
す
べ
て
に

わ
た
っ
て
意
見
交
換
し
、
ぶ
つ

か
り
合
い
、
方
向
を
探
っ
て
達

成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の〈
結
晶
〉で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
わ
り
に
感
動
を
与
え
、
自

ら
も
仲
間
と
の
ピ
ュ
ア
な
一
体

感
に
感
動
し
た
体
験
は
、
き
っ

と
こ
れ
か
ら
の
保
育
現
場
で
生

か
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

 『
保
育
・
教
職
実
践
演
習
』

は
保
育
士
や
教
員
と
し
て
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
最
終
確

認
（
学
び
の
軌
跡
の
集
大
成
）

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
養
成
校
で
は
、
そ
の
達

成
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
独
自

性
を
高
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
学
保
育
科
で
は
、
劇
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
取
り
込
み
、
演
劇

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
社

会
性
や
対
人
関
係
能
力
を
強
化

す
る
目
的
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
が
求
め
る
人
材
で
最
も

必
要
と
さ
れ
て
い
る
能
力
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
こ
の
言
葉
は
、
人
に
自
分
の

考
え
を
伝
え
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ラ
テ
ン
語
の
語
源

で
捉
え
る
と
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
」

や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
ど
に

含
ま
れ
る
「
共
有
す
る
」
と
い

う
意
味
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
一
方
的
な
伝
達
を
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平
成
24
年
卒

◎
東
北
栄
養
専
門
学
校

　
平
成
22
年
卒

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東北女子短期大学　学務課長

准教授 小 山 尊 徳

東
北
女
子
大
学
が
弘
前
大
学
と
地
（
知
）
の
拠
点
大
学

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
で
連
携
協
定
を
結
ぶ

東
北
女
子
短
期
大
学
講
義
棟
増
築
工
事
始
ま
る

　
　
　
　
完
成
は
平
成
28
年
９
月
を
予
定

各
校
同
窓
会
が
幅
広
い
活
動
で
交
流

　
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
都
市

生
活
者
に
は
家
庭
、
学
校
や

職
場
の
ほ
か
に
、
柵
か
ら
自

身
を
解
放
し
、
心
地
良
い
ひ

と
と
き
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
第
三
の
居
場
所
《
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
》
が
豊
か
な
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を

企
業
理
念
の
中
核
と
し
て
取

り
入
れ
、
世
界
最
大
手
の
コ

ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
ま
で
成

長
し
た
の
が
シ
ア
ト
ル
発
祥

の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

昨
年
、
旧
第
八
師
団
長
官

舎
の
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
、

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
調
度
と
、

ブ
ナ
コ
や
津
軽
こ
ぎ
ん
の
モ

ド
コ
を
イ
ン
テ
リ
ア
に
あ
し

ら
い
、
桜
咲
く
珈
琲
の
街
に

出
現
し
た
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

弘
前
公
園
前
店
は
「
美
し
す

ぎ
る
ス
タ
バ
」
と
し
て
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
拡
散
さ
れ
、
世
界
中
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
素
通
り
さ
れ
て

い
た
建
造
物
が
、
市
民
に
と

っ
て
心
地
良
い
場
所
と
し

て
、
そ
し
て
街
の
新
た
な
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し

始
め
た
の
で
す
。

　

同
店
を
出
て
右
手
に
隣
接

す
る
弘
前
市
庁
舎
も
ま
た
、

日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を

牽
引
し
た
前
川
國
男
の
作
品

と
し
て
国
内
外
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
建
造
物
で
す
。

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
青
い
天
井
、

赤
い
内
壁
な
ど
、
当
時
の
常

識
か
ら
考
え
る
と
庁
舎
と
し

て
違
和
感
を
抱
く
デ
ザ
イ
ン

に
思
え
ま
す
が
『
ハ
イ
カ
ラ

な
街
弘
前
』
だ
か
ら
こ
そ
実

現
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
《
弘
前
に
生
ま
れ
る
と
、

ゆ
り
か
ご（
役
所
へ
の
出
生
届
）

か
ら
墓
場（
斎
場
）ま
で
前
川

國
男
の
世
話
に
な
る
》
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

確
か
に
病
院
、
学
校
、
市
民

会
館
、
博
物
館
な
ど
多
く
の

前
川
作
品
が
ご
く
自
然
に
日

常
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

進
学
で
上
京
し
た
ば
か
り

の
頃
、
よ
く
上
野
公
園
で
同

郷
の
友
人
た
ち
と
待
ち
合
わ

せ
ま
し
た
。

　

国
立
西
洋
美
術
館
や
東
京

文
化
会
館
を
眺
め
な
が
ら
津

軽
弁
で
語
ら
っ
て
い
る
と
、

ま
る
で
弘
前
公
園
に
い
る
よ

う
で
、 都
会
の
喧
騒
を
忘
れ

ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

当
時
は
、
コ
ル
ビ
ジ
ェ
や

前
川
國
男
と
い
っ
た
名
前
す

ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、

無
意
志
的
記
憶
か
ら
ど
こ
と

な
く
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
弘
前
の

街
そ
の
も
の
が
私
に
と
っ
て

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

改
め
て
眺
め
て
み
る
と
、

２
階
と
４
階
部
分
は
庇
の
よ

う
に
張
り
出
し
、
在
来
工
法

の
柱
と
梁
の
よ
う
に
組
ま
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
煉
瓦
の

外
壁
と
の
対
比
は
、
半
世
紀

余
を
経
た
今
で
も
古
さ
を
感

じ
さ
せ
ず
、
周
囲
を
彩
る
四

季
折
々
の
景
観
と
調
和
す
る

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

ま
た
、
開
放
的
な
エ
ン
ト

　
平
成
27
年
度
よ
り
、
学
園
同

窓
会
総
会
が
、
三
年
ご
と
の
開

催
に
な
り
、
大
学
、
短
大
栄
専
、

高
校
の
各
同
窓
会
の
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
同
窓
会
で
は
同
窓
生
の

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
年
に
一

度
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
師

を
招
い
て
同
窓
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
10
月
24
日
に
は
弘

前
市
を
中
心
に
ヨ
ガ
の
魅
力
を

広
め
て
い
るRefresh yoga

の

　
卒
業
後
、
秋
田
県
の
学
校
栄

養
士
と
し
て
採
用
さ
れ
、
四
月

か
ら
は
念
願
だ
っ
た
栄
養
教
諭

の
勤
務
が
始
ま
り
ま
す
。
現
在

は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
厳
し
い
衛

生
管
理
の
下
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ど
「
食
」
に
関
す
る
多
様

な
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
の
約
７
０

０
食
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」

を
題
材
に
研
究
授
業
を
行
い
、

指
導
案
作
成
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

齊
藤
京
美
先
生
を
招
き
ダ
イ

エ
ッ
ト
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
短
大
・
栄
専
同
窓
会
で
は
、

８
月
29
日
の
総
会
後
に
、
栄
専

卒
業
生
の
弘
前
古
文
書
解
読
会

会
長
木
村
守
克
さ
ん
が
、
津
軽

藩
に
ま
つ
わ
る
食
文
化
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
の
学
園
祭
で
は
齊
藤
珪
子

さ
ん
の
木
目
込
み
人
形
の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
校
同
窓
会
も
８
月
16
日
に

総
会
を
実
施
し
、
懇
談
会
を
屋

外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
な
が

ら
行
う
な
ど
、
各
校
と
も
工
夫

を
こ
ら
し
て
同
窓
の
輪
を
広
げ

る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
し
て
患
者
さ
ん
の
栄
養
管
理
、

栄
養
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
病
気
に
対
す
る
考

え
方
や
捉
え
方
に
は
違
い
が
あ

り
、「
食
事
療
法
や
運
動
療
法

に
充
て
る
時
間
が
な
い
」
と
い

っ
た
自
己
管
理
に
消
極
的
な
考

え
の
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
か
に
現
実
的
で
実
行
可
能
な

目
標
を
提
案
し
て
い
け
る
か
が

栄
養
士
と
し
て
の
実
力
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
卒
業
と
同
時
に
栄
養
士
の
資

格
は
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。

今
後
も
患
者
さ
ん
に
よ
り
適
切

な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、
栄
養

に
関
連
す
る
様
々
な
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

（
黒
石
厚
生
病
院
管
理
栄
養
士
）

　
現
在
、
病
院
で
管
理
栄
養
士

　
平
成
27
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
東
北
女
子
大
学
学
長
小
澤

熹
先
生
が
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
年

に
わ
た
っ
て
国
内
の
教
育
政
策

や
教
育
行
政
及
び
研
究
教
育
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
先
生
は
、

　
弘
前
大
学
が
平
成

27
年
度
の
文
部
科
学

省
「
地
（
知
）
の
拠

点
大
学
に
よ
る
地
方

創
生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ

Ｃ
＋
）」
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
11
月

26
日
、
青
森
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
弘
前

大
学
、
東
北
女
子
大

学
を
含
む
県
内
９
大

学
１
高
専
、
青
森
県
、

青
森
市
、
弘
前
市
、

八
戸
市
、
む
つ
市
の

５
自
治
体
が
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
オ
ー
ル
青
森
で
取

り
組
む
『
地
域
創
生

人
材
』
育
成
・
定
着

事
業
」
と
銘
打
っ
た

同
事
業
は
、
前
述
し

た
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
県
、
自
治
体
の
他
に
も
、

製
造
業
、金
融
機
関
、医
療
機
関
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
企
業
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
１
０
７
団
体
が
参
加
予

定
で
、
大
学
と
企
業
な
ど
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
共
同
で
開
発
す
る
ほ
か
、
地

域
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
科
目

の
拡
充
、
学
生
の
起
業
支
援
、

産
学
が
連
携
し
農
産
物
、
医
療

福
祉
機
器
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

東
北
女
子
短
期
大
学

・
50
講
義
室
、
保
健
室
に
エ
ア

コ
ン
設
備
施
工
。
給
食
管
理
実

習
室
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
更
新
。
学
生
昇
降

口
玄
関
及
び
下
足
ロ
ッ
カ
ー
更

新
。
図
書
閲
覧
室
テ
ー
ブ
ル
・

チ
ェ
ア
ー
等
更
新
。

東
北
栄
養
専
門
学
校

・
調
理
実
習
室
に
ビ
ル
ト
イ
ン

東
北
女
子
大
学

・
動
物
実
験
室
を
新
設
し
、
自

動
制
御
装
置
付
恒
温
恒
湿
エ
ア

コ
ン
設
備
を
施
工
。
同
室
に
各

種
実
験
備
品
を
導
入
。
４
１
４

講
義
室
、
美
術
演
習
室
に
エ
ア

コ
ン
設
備
施
工
。

し
た
２
階
建
で
、
延
べ
床
面
積

は
約
９
７
７
㎡
。
１
階
に
調
理

実
習
室
、
模
擬
保
育
室
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
、
講
義
の
ほ
か
多
目
的

な
活
用
が
可
能
で
地
域
交
流
も

期
待
で
き
る
フ
ロ
ア
で
す
。
２

階
は
最
新
機
器
を
配
置
し
た
視

聴
覚
室
を
メ
イ
ン
に
、
間
仕
切

り
可
能
な
大
講
義
室
、
ピ
ア
ノ

ボ
ッ
ク
ス
を
備
え
、
充
実
し
た

講
義
の
実
践
が
可
能
な
フ
ロ
ア

と
な
る
予
定
で
、
完
成
に
向
け

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
12
月
７
日
、
初
冬
の
凛
と
し

た
空
気
の
中
、
短
期
大
学
講
義

棟
増
築
工
事
に
先
立
ち
地
鎮
祭

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
弘
前

八
幡
宮
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、

清
め
の
お
袚
い
の
後
、
今
村
吉

彦
理
事
長
に
よ
り
鍬
（
く
わ
）

入
れ
が
行
わ
れ
、
参
列
し
た
全

員
が
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
、

９
月
の
完
成
に
向
け
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
新
講
義
棟
は
北
大
通
り
に
面

コ
ン
ロ
・
オ
ー
ブ
ン
３
台
更
新
。

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

・
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
更
新
。

柴
田
女
子
高
等
学
校

・
大
学
旧
校
舎
に
調
理
実
習
室
、

調
理
準
備
室
、更
衣
室
、保
健
室
、

２
階
ト
イ
レ
を
新
設
。

柴
田
幼
稚
園

・
土
俵
マ
ッ
ト
、
中
型
箱
積
木
、

大
型
遊
具
マ
ル
チ
パ
ネ
ル
更
新
。

温
泉
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
新

商
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
発
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
青
森
県
の
課
題
で
あ
る
人
口

減
少
克
服
の
た
め
、「
地
域
で

生
活
し
、
地
域
で
働
き
、
地
域

創
生
に
取
り
組
む
人
材
」
の
育

成
を
進
め
、
学
生
の
地
域
就
職

率
の
向
上
、
雇
用
創
出
を
目
指

し
ま
す
。（
写
真
提
供
：
青
森

Ｃ
О
Ｃ
＋
推
進
機
構
）

ー
ニ
ン
グ
の
実
践
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
食
育
は
、

現
在
関
わ
っ
て
い
る
子
ど
も
達

だ
け
で
は
な
く
、
次
の
世
代
に

も
繋
げ
る
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
い
っ
そ
う

先
生
方
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

学
校
全
体
で
食
育
を
推
進
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
由
利
本
荘
市

西
目
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
）

東
北
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
後
、

東
北
女
子
短
期
大
学
講
師
、
弘

前
大
学
教
授
を
経
て
平
成
15
年

か
ら
東
北
女
子
大
学
に
勤
務
さ

れ
、
平
成
18
年
か
ら
東
北
女
子

大
学
長
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
先
生
は
「
今
ま
で
や

っ
て
き
た
仕
事
を
認
め
て
い
た

だ
き
光
栄
。
上
司
や
同
僚
、
教

職
員
、
学
生
達
に
恵
ま
れ
た
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

　
東
北
女
子
大
学
に
お
い
て
９

月
16
日
、
河
内
見
地
子
先
生
に

名
誉
教
授
の
称
号
記
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
先
生
は
昭
和
51
年
か
ら
昨
年

ま
で
の
39
年
間
、
体
育
学
を
基

盤
と
し
た
幼
児
・
児
童
等
の
体

力
・
運
動
能
力
の
形
成
過
程
お

よ
び
表
現
運
動
に
関
わ
る
教
育

研
究
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の

有
為
な
人
材
を
幼
児
・
児
童
教

育
界
に
送
り
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
大
学
で
非
常
勤
講

師
を
続
け
る
傍
ら
、
学
生
課
顧

問
と
し
て
後
進
の
育
成
に
力
を

注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
る

平
成
27
年
度

施
設
設
備
の
充
実
を
図
る

小
澤
熹
学
長
が

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

地
鎮
祭
で
鍬
入
れ
す
る
今
村
理
事
長

花
束
を
手
に
受
章
を
喜
ぶ
小
澤
先
生

大学同窓会のヨガ教室。背筋がピン！
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「三枚おろしって難しいな」

研究発表をする佐々木先生

福
士
先
生
の
「
こ
ん
に
ち
は
　

赤
ち
ゃ
ん
」 「あなたのお名前は？」

北山育子先生、安田智子先生

地域　　交流地域　　交流

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
校
の
生
徒
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
に
挑
戦

産
学
官
連
携
事
業

東
北
女
子
大
学 

出
前
講
座

出 

前 

講 

座

家
庭
ク
ラ
ブ
が
「
松
山
荘
」
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

郷
土
料
理
を
通
じ
た
交
流
で

身
も
心
も
温
ま
る

コ
ラ
ボ
企
画

お
さ
か
な
食
育
ク
ッ
キ
ン
グ

　
マ
ナ
ー
を
詳
し
く
知
ろ
う
！

「
新
制
度
に
お
け
る
保
育
と
教
育
の
問
題
を
考
え
る
」

　
全
保
養
協
の
東
北
大
会
が
開
か
れ
る

　
日
本
教
師
教
育
学
会
　
第
25
回
研
究
大
会
で
発
表

２０１６　東北女子大学・東北女子短期大学　紀要５４号　掲載論文

伝統的に地域との交流を大切
にしてきた柴田学園。
今年も公開講座、郷土料理伝
承会、産学官連携事業、ボラ
ンティア活動、出前講座を通
して多くの人々との出会いが
ありました。

公 

開 

講 

座

日
本
調
理
科
学
会 

平
成
27
年
度

大
会
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

制
度
」
の
実
情
と
問
題
点
に
ふ

れ
、
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

東
北
女
子
短
期
大
学
の
島
内
智

秋
教
授
、
第
三
千
葉
幼
稚
園
の

岡
本
潤
子
園
長
、
秋
田
県
教
育

庁
北
教
育
事
務
所
の
浅
野
直
子

指
導
主
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
養
成

校
、
現
場
、
行
政
の
立
場
か
ら

質
の
高
い
保
育
士
養
成
の
あ
り

方
や
重
要
性
に
つ
い
て
提
言
。

　
二
日
目
は
東
北
女
子
短
期
大

学
佐
々
木
典
彰
准
教
授
ら
に
よ

る
個
人
発
表
３
件
、
共
同
研
究

発
表
等
が
あ
り
、
テ
ー
マ
に
一

貫
し
た
内
容
の
濃
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
の

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
、

11
月
７
、
８
日
の
２
日
間
、
東

北
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
神
戸
大
学
大

学
院
の
北
野
幸
子
准
教
授
が
講

師
を
務
め
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
１
月
16
日
に
黒
石
地
区
広
域

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の

方
々
14
人
を
迎
え
て
郷
土
料
理

伝
承
会
が
行
わ
れ
、
東
北
栄
養

専
門
学
校
の
２
年
生
32
名
が
ゴ

マ
ご
は
ん
、
赤
魚
の
白
煮
、
か

ぼ
ち
ゃ
餅
な
ど
津
軽
地
方
に
伝

わ
る
料
理
を
５
品
作
り
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
に
東
北
女
子
短
期

大
学
工
藤
の
ぶ
先
生
の
「
マ

ナ
ー
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
マ
ナ
ー
と
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る

た
め
の
社
会
的
な
ル
ー
ル
で
あ

る
」
と
い
う
本
質
に
ふ
れ
、
日

本
の
礼
儀
作
法
に
は
無
駄
の
な

い
動
き
と
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ

が
あ
り
、
先
人
の
知
恵
が
つ

ま
っ
て
い
る
、
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
受
講
者
同
士
で
お
辞

儀
や
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
を

実
践
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
留
学
生
や
高
齢
の
方

ま
で
参
加
者
の
層
が
広
く
、
受

講
生
か
ら
は
「
漫
然
と
知
っ
て

い
た
こ
と
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
」「
相
手
に
敬
意
を

表
す
マ
ナ
ー
の
基
本
は
、
い
つ

の
世
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

柴
田
女
子
高
校
の
家
庭
ク
ラ

ブ
は
、
弘
前
市
百
沢
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
山

荘
」
で
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
12
名
が
、
10
月
31
日

に
車
い
す
磨
き
、
部
屋
の
掃
除
、

食
器
洗
い
、
裁
縫
な
ど
を
手
分

け
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
行
っ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
一
緒
に
歌
を

歌
っ
た
り
、
名
前
あ
て
ゲ
ー
ム

や
ボ
ー
ル
送
り
ゲ
ー
ム
を
し
て

入
居
者
の
方
々
と
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
12
月
8
日
、
七
戸
高
等
学
校

に
お
い
て
東
北
女
子
大
学
の

佐
々
木
隆
先
生
、
土
谷
庸
先
生
、

福
士
章
子
先
生
に
よ
る
出
前
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

２
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、

大
学
の
講
義
を
聴
講
す
る
こ
と

に
よ
り
、
進
路
へ
の
興
味
関
心

を
高
め
、
課
題
発
見
や
研
究
調

査
方
法
の
考
案
、
記
録
や
表
現

学
習
の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
。

本
講
座
は
大
学
で
行
う
講
義
の

約
半
分
の
50
分
間
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
々
木
先
生
は
「
宮
崎
ア
ニ

メ
を
読
む
〜
自
立
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」、
土
谷
先
生
は
「
栄

養
学
と
日
常
生
活
〜
ダ
イ
エ
ッ

ト
・
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
連
等

〜
」、
福
士
先
生
は
「
こ
ん
に

ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん
〜
新
生
児
人

形
を
使
っ
て
沐
浴
、
お
む
つ
交

換
等
〜
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
領
域
に
関
す
る
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
授
業
し
、
高
校
生
の

興
味
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
の
バ
ス
や
電
車
な
ど
交

通
機
関
の
活
性
化
を
図
る
目
的

で
８
月
に
設
立
さ
れ
た
「
弘
前

市
公
共
交
通
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
に
、

東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

１
年
生
５
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か

ト
マ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
関
心
は
高
く
、
50
分

間
の
発
表
で
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
は
一
昨
年
の
発

表
に
続
く
も
の
で
、
大
き
な
違

い
は
体
験
実
習
Ⅰ・Ⅱ
と
も
、

学
生
の
自
己
評
価
と
実
習
先
教

員
に
よ
る
他
者
評
価
と
の
比
較

分
析
を
行
っ
た
点
に
あ
り
ま
す
。

自
由
記
述
に
つ
い
て
も
、
両
者

の
表
現
文
を
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
で
比
較
分
析
し
た
結
果
や
、

両
者
の
評
価
値
、
評
価
構
造
等

　
大
会
は
、
平
成
27
年
9
月

19
・
20
日
に
信
州
大
学
で
開
催

さ
れ
、
東
北
女
子
大
学
の
小
澤

熹
学
長
、
山
﨑
祥
子
教
授
、
崎

野
三
太
郎
准
教
授
、
吉
田
裕
美

子
助
手
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
第

17
分
科
会
で
「
学
校
教
育
体
験

実
習
Ⅰ・Ⅱ
に
関
す
る
実
践
研

究
2
〜
学
生
と
教
員
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
テ
キ
ス

　
大
会
は
、
平
成
27
年
８
月

24
・
25
日
に
静
岡
県
立
大
学
で

開
催
さ
れ
、
東
北
女
子
短
期
大

学
の
北
山
育
子
教
授
、
安
田
智

ら
直
接
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
、

構
成
内
容
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
設
立
目
的
か
ら
活
動
報
告
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
、
お
得
切
符
案

内
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

生
徒
達
は
地
元
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
今
ま
で
勉
強
し
た
技
術

を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
半
年
を

か
け
て
納
得
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
は
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://hirosakipt.w
pblog.jp/

小 澤  　熹・山﨑　祥子・崎野三太郎・吉田裕美子
　　　　　　：「学校教育体験実習Ⅰ・Ⅱ」に関する実践研究２

　　　　　　　　―学生と教員に対するアンケート調査及びテキストマイニングから―

佐々木　隆 ：星の王子さまと宮崎駿を考える
　　　　　　　　～コミュニケーションの社会学から～

高橋　信進：「教育即生活」の背景に関する一考察
一戸　智之：教員養成課程におけるピアノ基礎技能獲得のための効果的な訓練用教材の活用
　　　　　　　―ブラームス・ピシュナ・ベートーヴェンによる練習曲の 特性とその教育的意義―

杉本久美子：『ハワーズ・エンド』と『最後の九月』の比較からみる
　　　　　　　フォースターとボウエンの関係性について

前田　朝美・齋藤　　望・今村麻里子
　　　　　   ：家庭で利用するだしの種類と味覚

工藤　寧子：夫婦の家事分担遂行に関する文献調査
諏訪　才子：発声法についての実践的・教育的考察　─姿勢、呼吸法、共鳴を中心に─
福士　章子・太田　誠耕
　　　　　    ：高等教育機関における学生支援について

森川　夏乃：子どもの心身症に関する研究動向と課題
花田　玲子・出口佳奈絵・山田和歌子・田中　夏海・前田　朝美
　　　　　    ：管理栄養士養成課程における入学前教育の必要性

保村　和良：明治初期の国内留学事情（その２）　
　　　　　　　　―洋学修業を志した津軽のサムライたち　静岡藩と敬応学舎との交流―

藤田　晴央：新美南吉の詩　～〈感傷〉と〈心の日なた〉
島内　智秋：保育の質向上への取り組みに関する一考察（第１報）
　　　　　　　　―弘前市内保育施設の保育環境調査より―

笹森　雅子：学生の教育メディアの利用と意識
　　　　　　　　―教育実習における視聴覚教材の利用から―　

小林由美子：養成校における学生の歌唱経験に関する一考察　その２
　　　　　　　　―子どもの歌のアンケートをもとに―　

宮野　洋子：インクジェットプリント布地活用に関する研究（第１報）
　　　　　　　　～染色堅ろう度の観点から～

小山　尊徳：ＩＣＴ活用による反転学習の課題と可能性について
兼平　拓道：バブル期のコーポレート・ガバナンス　―株主のモニタリング―　
佐藤　睦子：本学学生（生活科１年次）の運動習慣に関する実態と支援プログラムの試案
兼平　友子：就学後の教育における子どもへの支援・援助のあり方についての考察
安田　智子・北山　育子・澤田　千晴・宮地　博子
　　　　　　：栄養士養成校の学生における調理実習の指導方法に関する研究（第 3報）

　　　　　　　　―胡瓜の薄切りに見る包丁技術の向上について―

鎌倉ミチ子：昭和前期の青森県における栄養士のあゆみ

　
11
月
21
日
、
東
北
女
子
大
学

１
階
調
理
学
実
習
室
に
お
い
て
、

今
村
麻
里
子
・
花
田
玲
子
・

山
田
和
歌
子
先
生
に
よ
る
「
お

さ
か
な
食
育
ク
ッ
キ
ン
グ 
〜

旬
の
魚
い
た
だ
き
ま
す
♪
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
弘
前
丸
魚
さ
ん
と
の

合
同
企
画
で
、
青
森
県
の
食
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
魚
を
紹
介
し
簡
単

で
お
い
し
い
料
理
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
当

日
は
年
６
回
シ
リ
ー
ズ
の
４
回

目
と
し
て
約
40
名
の
参
加
者
の

も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
「
鯖
の
ソ
テ
ー

ア
ッ
プ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ソ
ー
ス
、

白
子
の
ク
リ
ー
ム
煮
、
蛸
と
き

の
こ
の
和
風
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」
の

３
品
。
食
育
サ
ポ
ー
ト
部
の
学

生
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
鯖
の

三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
す
る
小
学

生
を
見
守
る
な
ど
、
会
場
は
終

始
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

に
特
徴
的
な
違
い
が
見
ら
れ
る

要
因
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
学
生
と
教
員
の

評
価
を
同
時
に
分
析
す
る
研
究

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
今

後
の
教
員
養
成
に
大
き
な
示
唆

を
与
え
る
内
容
で
注
目
さ
れ
ま

し
た
。○

子
講
師
、
澤
田
千
晴
助
手
、
宮

地
博
子
助
手
の
研
究
チ
ー
ム
が

「
栄
養
士
養
成
校
の
学
生
に
お

け
る
調
理
実
習
の
指
導
方
法
に

関
す
る
研
究
（
第
３
報
）
〜
胡

瓜
の
薄
切
り
に
見
る
包
丁
技
術

の
向
上
に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
発
表
で
は
、
習
熟
度
の
低
い

学
生
の
包
丁
技
術
向
上
の
た
め

に
は
、
実
技
テ
ス
ト
を
通
し
て

客
観
的
に
技
術
向
上
を
受
け
止

め
る
他
に
、
教
員
が
食
材
を
押

さ
え
る
手
を
包
丁
の
腹
に
接
触

さ
せ
て
切
る
こ
と
を
意
識
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
先
生
方
と
指

導
方
法
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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佐賀清和戦でシュートを狙う佐々木純麗選手佐賀清和戦でシュートを狙う佐々木純麗選手

老人施設で嗜好の聞き取り老人施設で嗜好の聞き取り

伊世歌織先生、神山圭子さん伊世歌織先生、神山圭子さん どんなリースにしようかな？どんなリースにしようかな？

２０１６
秋～冬秋～冬

短大保育科「こどもクリスマスフェスティバル」を終えて短大保育科「こどもクリスマスフェスティバル」を終えて

生
活
科
２
年 
り
ん
ご
王
国
感
謝
祭

「
Ｃ
ｒ
о
ｓ
ｓ
・
Ｓ
」
で
活
動

弘
前
市
「
こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
展

栄
養
士
校
外
実
習
報
告
会

を
開
催

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
高
校
選
抜
大
会
初
戦
突
破

県
内
高
校
ス
キ
ー
大
会
総
合
２
位

回
転
・
大
回
転
で
２
冠
達
成
！

盛
大
に
行
わ
れ
た

第
30
回
音
楽
発
表
会

１
月
28
日
に
卒
業
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
！

回
転
・
大
回
転
で
２
冠
を
達
成
し
た
秦
さ
ん

２０１６

　
９
月
12
・
13
日
に
弘
前
市
吉

野
町
緑
地
公
園
を
中
心
に
、
弘

前
青
年
会
議
所
主
催
の
り
ん
ご

王
国
感
謝
祭
「
Ｃ
ｒ
о
ｓ
ｓ
・

Ｓ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
生
活
科
２
年
生
が

独
自
に
開
発
し
た
り
ん
ご
料
理

「
ち
ゃ
っ
か
り
ん
ご
」「
ア
ッ
プ

ル
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」「
り

ん
ご
ム
ー
ス
メ
」「
り
ん
ご
あ

ん
ま
ん
」
を
含
む
６
品
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
弘
前
青
年
会
議
所
か

ら
依
頼
を
受
け
、
調
理
実
習
⑵

の
中
で
グ
ル
ー
プ
一
作
品
の
レ

　
２
年
生
は
、
８
月
に
老
人
福

祉
施
設
や
病
院
な
ど
の
協
力
を

得
て
２
箇
所
で
計
２
週
間
の
校

外
実
習
を
行
い
、
10
月
18
日
に

実
習
先
の
栄
養
士
さ
ん
や
保
護

者
を
招
き
実
習
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
発
表
に

至
る
ま
で
相
手
に
伝
え
る
大
変

さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
、
報
告
会

を
通
し
て
改
め
て
日
々
の
行
動

が
業
務
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
年
佐
藤
宇
真
さ
ん
は
、

「
楽
し
そ
う
に
食
事
を
す
る
利

用
者
さ
ん
や
、
真
剣
に
栄
養
指

　

10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
東
北

地
区
教
員
研
修
山
形
大
会
で
、

伊
世
歌
織
先
生
と
神
山
圭
子
さ

ん
に
、
全
日
本
幼
稚
園
連
合
会

よ
り
永
年
勤
続
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
伊
世
先
生
は
短
大
卒
業
後
教

職
に
就
き
24
年
、
神
山
さ
ん
は

創
設
者
今
村
敏
園
長
の
時
代
か

ら
事
務
職
に
励
み
41
年
。
長
き

に
わ
た
っ
て
子
ど
も
達
や
父
母

の
方
々
を
支
え
、
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
12
月
23
日
〜
29
日
に
第
46
回

全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
東
京
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
前

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
全
国
ベ

ス
ト
８
に
な
っ
た
実
力
を
も
つ

本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
！　
初
戦

は
佐
賀
清
和
高
校
と
対
戦
し
、

前
半
リ
ー
ド
を
許
し
た
も
の
の

64
対
53
で
逆
転
勝
利
し
ま
し
た
。 　

２
回
戦
は
、「
体
格
・
体
力
・

技
術
」
が
勝
る
強
豪
・
愛
媛
県

聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
高
校
の
堅
い

守
り
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
奪
え
ず
、

44
対
80
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、

２
年
連
続
初
戦
突
破
の
経
験
を

生
か
し
て
、
来
年
ま
た
返
り
咲

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27 

年
度
県
高
校
ス
キ
ー

大
会
が
１
月
10
日
〜
13
日
に
、

八
甲
田
国
際
ス
キ
ー
場
と
大
鰐

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
２
年

秦
麗
ら
さ
ん
が
回
転
・
大
回
転

で
初
の
栄
冠
に
輝
き
、
学
校
対

抗
で
も
総
合
２
位
に
導
く
快
挙

で
し
た
。
２
月
４
日
か
ら
県
内

で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

向
け
て
、「
こ
れ
か
ら
の
練
習

を
大
事
に
し
て
臨
み
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
お
り
、
更

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
23
日
の
祝
日
に
ヒ
ロ
ロ

３
階
の
会
場
ブ
ー
ス
に
保
育
科

１
年
生
６
名
が
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
を
出
展
し
ま
し
た
。

学
生
は
新
聞
に
ク
レ
ー
プ
紙
を

巻
い
て
リ
ー
ス
を
厚
く
し
た
り
、

松
ぼ
っ
く
り
や
枝
に
金
銀
の
着

色
を
し
た
り
、
サ
ン
タ
・
ト
ナ

カ
イ
を
色
画
用
紙
で
準
備
し
た

り
し
て
、
子
ど
も
が
自
分
で
描

け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
子
ど

も
へ
の
思
い
が
溢
れ
る
工
夫
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
予
想
し
た
30
組
を
は

る
か
に
超
え
る
70
組
の
親
子
が

シ
ピ
開
発
・
試
食
会
を
経
て
の

販
売
で
し
た
。
当
日
学
生
は
朝

早
く
か
ら
調
理
や
ブ
ー
ス
設
営

を
し
、
笑
顔
で
接
客
、
販
売
を

行
い
大
活
躍
で
し
た
。
計
画
か

ら
販
売
ま
で
の
流
れ
を
経
験
し

た
学
生
に
と
っ
て
、
充
実
し
た

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
30
年
の
節
目
を

迎
え
た
音
楽
発
表
会
は
、
東
北

参
加
。
完
成
す
る
度
に
大
歓
声

と
拍
手
が
起
こ
り
、
出
来
上

が
っ
た
子
は
照
れ
な
が
ら
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。
学
生
は
保
護

者
か
ら
「
う
ち
の
子
の
先
生
に

な
っ
て
！
」
と
褒
め
ら
れ
、
手

ご
た
え
十
分
の
イ
ベ
ン
ト
に
笑

顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

導
を
聞
い
て
い
る
患
者
さ
ん
の

姿
を
間
近
に
見
て
、
現
場
で
活

躍
す
る
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士

の
役
割
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
」
と
報
告
。
五
所
川
原

市
に
あ
る
実
習
先
の
増
田
病
院

管
理
栄
養
士
古
川
寛
美
先
生
は
、

「
指
導
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握

で
き
て
い
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

すみれ

女
子
大
学
一
戸
智
之
先
生
の
華

麗
な
ピ
ア
ノ
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
続
い
て
、
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
見
守
る
お
客
様
の
前
で
、

子
ど
も
達
が
歌
や
合
奏
を
披
露

し
、
か
わ
い
ら
し
さ
の
中
に
も

し
っ
か
り
と
し
た
演
奏
を
し
て

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
前
園
長
西
谷
紀
久
子

先
生
指
揮
に
よ
る
教
員
の
合
奏

「
剣
の
舞
」
で
勇
壮
に
し
め
く
く

り
、
30
回
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

りんごムースメりんごムースメりんごムースメ りんごあんまんりんごあんまんりんごあんまん

アップルレアチーズケーキアップルレアチーズケーキアップルレアチーズケーキ ちゃっかりんごちゃっかりんごちゃっかりんご

《
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
》

回
転
１
位
・
大
回
転
1
位 

秦　
　
麗
ら

　
　
　
　
　
大
回
転
３
位 

廣
瀬　
菜
実

回
転
４
位
・
大
回
転
４
位 

蛯
原　
杏
奈

回
転
５
位 　
　
　
　
　
　
折
口　
美
沙

た
か
ま
さ

は
た
う
ら

吹奏楽部吹奏楽部児童学研究部児童学研究部

今
年
度
も
好
調
！

教
員
採
用
試
験

　
　
　
　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
広
が
る

文
化
部
活
動
の
場

　
　
　
　

　
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
採
用
試

験
の
結
果
、
小
学
校
で
は
神
奈

川
県
に
４
名
、
千
葉
県
３
名
、

埼
玉
県
と
さ
い
た
ま
市
に
各
１

名
の
計
９
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
（
家
庭
）
で

は
、
２
年
連
続
で
相
模
原
市
へ

１
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
嬉

し
い
報
せ
に
、
学
内
は
大
き
な

喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
五
所
川
原
市
の

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

青
山

荘
」
に
吹
奏
楽
部
29
名
が
慰
問

に
出
か
け
、
迫
力
あ
る
演
奏
と

合
唱
を
披
露
し
、
会
場
に
は
大

き
な
拍
手
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
11
月
22
日
に
は
、
児
童

学
研
究
部
が
弘
前
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
「
市
民
文
化

祭 

人
形
げ
き
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
オ
ペ
レ
ッ
タ 「
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
の
ぼ
う
け
ん
物
語
」

を
発
表
。
両
部
と
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
技
術
向
上
に
努
め
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

陸奥新報社提供陸奥新報社提供陸奥新報社提供

記念品を受け取る、三浦晴凪さん記念品を受け取る、三浦晴凪さん

柴
田
女
子
高
校
に
新
調
理
室
が
完
成
！

将
来
は
「
調
理
師
養
成
」
も
視
野
に

弘
前
市
「

二
十
歳
の
祭
典
」

の
司
会

市
民
憲
章
朗
読
な
ど
で
活
躍

　
12
月
17
日
、
旧
東
北
女

子
大
学
校
舎
を
改
修
し
た

柴
田
女
子
高
校
の
新
調
理

室
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
家
政
科
の

「
調
理
食
育
コ
ー
ス
」
専

用
と
な
る
予
定
で
、
将
来

の
調
理
師
養
成
も
視
野
に

入
れ
て
、
職
員
室
・
調
理

準
備
室
・
保
健
室
・
更
衣

室
・
２
Ｆ
ト
イ
レ
を
新
設

し
ま
し
た
。

　
９
台
の
調
理
台
は
30
人

程
度
の
調
理
実
習
が
可
能

で
、
実
習
は
も
ち
ろ
ん
地

域
と
の
交
流
や
ク
ラ
ブ
活

動
等
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
１
月
10
日
、
弘
前
市
民
会
館

で
「
二
十
歳
の
祭
典
」
が
行
わ

れ
、
企
画
運
営
協
力
委
員
の
児

童
学
科
２
年
の
斉
藤
結
華
さ
ん

が
総
合
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
家
政
学
科
２
年
の
三
浦

晴
凪
さ
ん
が
１
３
４
１
人
の
新

成
人
を
先
導
し
市
民
憲
章
を
朗

読
し
た
り
、
代
表
と
し
て
記
念

品
目
録
を
受
け
た
り
、
本
学
学

生
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
大
役
を
終
え
た
二
人
は
、

「
成
人
式
の
企
画
・
進
行
、
記

念
品
の
選
定
な
ど
、
実
行
委
員

と
し
て
の
責
任
の
大
き
さ
に
、

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

支
え
て
く
れ
た
仲
間
や
友
人
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
自
ら
の
重
責
を
果
た
し
な
が

ら
、
人
生
の
門
出
と
な
る
式
典

で
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

広々とした新調理室で、授業を受ける生徒たち
目覚まし時計アプリを説明する生徒目覚まし時計アプリを説明する生徒

　
今
年
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ
て
学
校

紹
介
作
品
に
仕
上
げ
た
チ
ー
ム
、

デ
ー
タ
全
体
を
Ｐ
Ｃ
に
取
り
込

め
な
い
ほ
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
処
理
す
る
方
法
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
チ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
来
場
者
か
ら
の
質
問

や
意
見
も
多
く
、
活
発
な
成
果

発
表
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

脳
波
が
測
定
で
き
る
ヘ
ッ
ド
ギ

ア
を
改
良
し
て
使
用
し
た
目
覚

ま
し
時
計
ア
プ
リ
は
、
運
転
者

の
居
眠
り
防
止
に
も
応
用
が
で

き
る
と
高
度
な
研
究
内
容
に
皆
、

感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

1．情報通信を利用した家電の制御（熊谷ゼミ）
2．iBeaconとスマートフォンを使用した出席
　　確認システム（三上ゼミ）
3．シェルスクリプト化によるビッグデータの
　　一括処理 （八重樫ゼミ）
4．聴覚障害者支援アプリ （佐藤ゼミ）
5．ポータブルプロジェクションマッピングの
　　課題（木村ゼミ）
6．脳波を利用したスマートアプリ（八重樫ゼミ）

各ゼミのテーマ

インターハイインターハイ

大
回
転
７
位
・
回
転
10
位

秦
　
入
賞

速
報
‼


